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2025 年度 第 1 回 理事会 
 

議  事  録 
 
 
１．日  時 ：２０２５年５月３１日（土） １５時００分から１６時４２分 

 

２．場  所 ：ホテルライフォート札幌 ４階 グラーベ 

札幌市中央区南１０条西１丁目 

 

３．出席状況                                 （以下、全て敬称略） 

（１）理事総数      ２９名 

（２）理事定足数     １５名 

（３）理事出席総数    ２５名 

 

（４）出席理事（２５名）  

越山 賢一、船田  清、鷲津 裕美、杉原  賢、大岩真由美、八島 隆志、大橋   穣、 

上田 充士、佐賀 主昌、後藤  猛、池端 一樹、佐藤 英隆、大石橋計幸、野呂 雅友、 

中川 綾子、深澤 昌明、柴田 靖士、橋本 誠司、野田 篤志、鈴木 敏之、北国  浩、 

谷口 直寿、中田 孝一、高橋 勇樹、本山 哲司 

 

（５）欠席理事（４名） 

藤井 陽一、磯辺 正道、對馬 紀一、八城 雅彦 

 

（６）出席監事（３名） 

   永浦 政司、山田 純之、吉川 賀恵 

 

記録：長濱由紀子事務局長 

 

４．議  事 

 

＜決議事項＞ 第１号議案 ２０２４年度事業報告書承認の件 

第２号議案 ２０２４年度貸借対照表・損益計算書（正味財産増減計算書） 

並びに附属明細書、財産目録承認の件 

第３号議案 ２０２５年度定時評議員会開催の件 

第４号議案 (仮称)すきまフットボール部会設置の件 

  

＜報告事項＞ 第１号報告 各関係諸団体の周年事業に関する規定の改正 

第２号報告 ２０２５年度国民スポーツ大会スタッフ編成 

       第３号報告 業務執行理事の職務執行状況報告の件 

 

 

（１）定足数確認・議長選出 

   長濱事務局長より、理事総数２９名中出席理事２５名、欠席理事４名。定足数１５名により、定款第

３８条に基づき、本会議は有効に成立していることが報告された。 

続いて、定款第３７条に基づき越山会長が議長となることを告げた。 

 



 
 

（２）議事録署名人・書記の選出 

   長濱事務局長より、定款第３９条に基づき、会長及び本会議に出席した監事を議事録署名人に指名し

た。書記は長濱事務局長が務める。 

 

   議事録署名人     会長 越山 賢一 

              監事 永浦 政司 

              監事 山田 純之 

              監事 吉川 賀恵 

 

（３）議決事項 

第１号議案 ２０２４年度事業報告書承認の件・・・八島専務理事 
議案書に基づき、以下の説明を行った。 
 
（八島）2024年度の事業は、新型コロナの影響を受けることなく、概ね計画通りに実施された。年間

約300件の事業を展開し、普及活動、競技力向上、指導者養成などを中心にサッカーとフッ

トサルの振興に取り組んだ。関係者の皆様へ心よりお礼申し上げる。 

以下、説明 

Ⅰ 普及振興啓発事業 

      ・昨年度大幅に回復した参加者数は一部事業の終了や大会規模の縮小の影響で約2,100人 

減少 

       ・巡回指導の増加、キッズや女子フットサル、フットボールデーの参加者増加により、普 

及活動が進展 

    Ⅱ 競技力向上事業 

     ・５ブロックトレセンの開催方法見直しにより参加者減少 

     ・合宿施設「夢きたれ」の宿泊者が約 550人増加し、トップレベルの選手育成に取り組む   

ことができた 

  Ⅲ 競技会開催事業 

   ・全体の参加者は約2,300人減少し、特に大学カテゴリーやフットサルU12リーグで減少 

       ・3種や女子カテゴリーでは参加者が増加し、特に女子競技環境が整備される手応えを感 

じている 

    Ⅳ指導者・審判員養成事業 

     ・指導者資格取得者が増加し、特に指導者C級は123名から287名に大幅増加し、指導体 

制の充実に繋がった 

 

説明の後、出席理事より質疑なく、賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決し 
た。 

 
第２号議案 ２０２４年度貸借対照表・損益計算書（正味財産増減計算書） 

並びに附属明細書、財産目録承認の件・・・後藤財務委員長、長濱事務局長 

 

  議案書に基づき、以下の説明を行った。 

 

（後藤）単年度における収支が約721万円の黒字決算となり、対前年度から400万の減額となった。今

後公益法人の制度改正により会計基準が変更となる。 

（長濱）以下、説明 

 

１）2024年度決算報告 

・収入の変更点はＪＦＡ個人登録料の収入先が北海道の直接収入に変更したことで、一括補助金 

が減額 



 
 

  ・支出は変更されたＪＦＡ個人登録料支出が減額 

・事業費の支出では人件費・諸謝金・旅費の増加 により増加。また事務局員の増加に伴い人件 

費も増加したが、ほぼ公益目的事業へ配賦されるため、管理費は減額 

・公益目的事業会計はマイナス1,277万円で収支相償を満たし、新たな積立は不要である。その

マイナス要因は収入の部一括補助金の減額と支出の部登録料減額による公目的事業・法人会計

への配分比率にずれが発生したためであり、今後見直しが必要である 

 

２）様式１ 貸借対照表 

                  前年度      当年度 

・資産合計          407,393,828円   414,685,510円 

・負債合計           46,208,376円    49,736,326円 

・正味財産合計        361,185,452円   364,949,184円 

・負債正味財産合計      407,393,828円   414,685,510円 

 

３）様式２ 正味財産増減計算書 

                  前年度      当年度       増減 

・経常収益計         393,510,866円    366,709,815円  -26,801,051円 

・経常費用計         381,869,915円   359,494,483円  -22,375,432円 

・当期経常増減額         11,640,951円     7,215,332円   -4,425,619円 

・当期指定正味財産増減額    -1,000,000円     -3,000,000円  ‐2,000,000円 

・正味財産期末残高      361,185,452円   364,949,184円   3,763,732円 

 

４）様式３ 財務諸表に対する注記 

                  当期増加額   当期減少額   当期末残高 

・基本財産及び特定資産合計    6,620,000円    9,010,000円  204,744,228円 

 

５）準備資金・指定正味財産積立等 

 新たな積立は無し 

 

６）夢きたれ収支決算 

 利用者数 延べ669名 

収入 4,616,134円  支出 4,711,691円   収支差額 -95,557円 

 

６）監査報告・・・永浦監事 

 ・2025年5月10日（土）に行われた監査結果について報告された。 

 ・会計処理及び業務執行についての状況を調査した結果、適正に会計処理されており、業務執

行についても適正に行われている旨の報告があった。 

なお報告書に記載はないが一部の事業の決算において不適切な処理がなされていた旨を確認

した。 

より適正な会計処理になるよう取組の強化に努めて頂きたいと報告があった。 

 

説明の後、下記の質疑・意見等があった。 

 

（深澤）最終的な財務状況は健全なもので終わっているのか。また夢きたれの赤字解消の見込みを教 

えて頂きたい。 

（後藤）全体としては黒字であり悪い状況ではない。ただし中期ビジョンにあるよう今後の事業収入

減少への対応や、財務計画の見直しや収益確保の対策が必要である。 

      夢きたれは初年度で赤字が発生したが、これは施設の認知度や利用率の向上によって改善が期   

待される。今後は広報活動の強化や企業連携・クラウドファンディングなどを活用し、収益性 



 
 

を高める方針である。 

  他に質疑・意見なく、出席理事に賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決した。 

 

第３号議案 ２０２５年度定時評議員会開催の件・・・八島専務理事 

 議案書に基づき、以下の説明を行った。また、第２～４号議案の候補者名簿を開示した。 

 
開催日時：２０２５年６月２１日（土） 13:30～15:30（予定） 
会  場：ホテルライフォート札幌 
議  題：(1) 決議事項 

第１号議案  2024年度貸借対照表・損益計算書(正味財産増減計算書) 
               並びに付属明細書、財産目録承認の件  

第２号議案  2025-2028年度評議員選任の件 
第３号議案  2025年度理事選任の件 
第４号議案  2025-2028年度評議員及び役員候補者推薦委員選任の件 

 
（2）報告事項 
第１号報告  2024年度事業報告書の件    
第２号報告  業務執行理事の業務執行状況報告の件  
第３号報告  2025年度事業計画・予算の件 
第４号報告  2025年度5ブロック圏及び、地区/連盟支援交付金の件 

 
（3）その他 
 

説明の後、質疑・意見なく、出席理事に賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可 

決した。 

 

 第４号議案 （仮称）すきまフットボール部会設置の件・・・八島専務理事 

  議案書に基づき、以下の説明を行った。 

 

  （八島）道内において多くの人々が気軽にサッカーに触れられる機会を創出し、サッカーの普及発展を 

寄与することを目的に部会を設置したい。 

 

説明の後、下記の質疑・意見等があった。 

 

  （大橋）十勝地区FAで実施しており、この活動をぜひ全道的に展開して頂きたい。 

  （本山）地区FAとしてどうのように連携するのか。 

  （八島）各１５地区FAから部員を１名選出ではなく、代表１名のみの選出である。 

  （越山）新たな試みのためイメージが掴みにくいかもしれないが、先行事例を共有しご意見を伺いな 

がら円滑に運営したい。 

 

他に質疑・意見なく、出席理事に賛否を諮ったところ、理事全員の賛成を得て原案のとおり可決した。 
 

（４）報告事項 
第１号報告 各関係諸団体の周年事業に関する規程の改正・・・八島専務理事 
資料に基づき、規程改正を報告した。 

 
現行      改正 

    第2条(適用条件) 創立30周年以上 創立10周年以上、10年単位 
  第3条(祝い金)  祝い金30,000円 祝い金10,000円 



 
 

                      この規程は、2025年4月2日から施行 
 

報告の後、質疑・意見等がなく、これを了承した。 
 

 第２号報告 ２０２５年度国民スポーツ大会スタッフ編成・・・上田技術委員長 
  資料に基づき、2025年10月3日（金）より開催される「SHIGA2025国民スポーツ大会（滋賀県）」

へ派遣する北海道代表チームのスタッフについて説明を行った。 
 
  少年男子 

代表/監督 岡田 慎司  北海道札幌東高等学校サッカー部／47歳／A級G 
コーチ 門間 貴志  札幌創成高等学校サッカー部／38歳／A級G 
GKコーチ 中野 拓也  岩見沢ＦＣ Ｕ１５／40歳／A級G・GK-L2 
コーチ 堀井 健仁    北海道コンサドーレ札幌オペレーション兼U-18／46歳／A級G 
トレーナー 徳丸 諒   北海道教育大学岩見沢校サッカー部／32歳 
代表/主務   地家 俊啓  北海道滝川西高等学校サッカー部／32歳／B級 

 
少年女子 
監 督 中田 大夢  帯広大谷高等学校女子サッカー部／46歳／B級・GK-L1 
コーチ/主務 清野 訓靖  北海道文教大学附属高等学校女子サッカー部／42歳／B級 
コーチ 佐々木 俊  BELIND旭川／43歳／B級 
GKコーチ 石井 一矢  北海道大谷室蘭高等学校／36歳／B級・GK-L1 
トレーナー 小林 咲貴  北海道社会事業協会帯広病院／27歳 

 
成年男子 

「2025年度HKFA第7回北海道サッカー選手権大会 兼 天皇杯JFA第105回全日本サッカー選手権

大会北海道代表決定戦」にて優勝した「BTOP 北海道」を派遣する。選手やスタッフの補強もあり

うる。決定の責任者を櫻庭副技術委員長とし、技術委員会と連携して決定する。 
 
報告の後、出席理事より以下の意見が出された。 
 

 （深澤）名簿以外に女性スタッフが入るか。今後女性指導者の育成も考えてはどうか。 
 （上田）同じ考えである。今は上級ライセンス保有者を増やしている状況であることを理解して頂きた 

い。 
 （越山）技術委員会だけではなく、北海道全体で女性指導者の育成に協力をお願いする。 

 
その他の質疑・意見等がなく、これを了承した。 

 

 第３号報告 業務執行理事の職務執行状況報告の件・・八島専務理事 

資料に基づき、2025年3月8日から5月日23までの業務執行状況を報告した。 
 

報告の後、出席理事より質疑・意見等がなく、これを了承した。 
 
 

（５）その他 
①インタビューボード 

   マーケティング特別委員会の発案による取り組みとして、協会主催大会の協賛企業名入りのインタビ 

ューボートを制作。試合後の記念撮影や表彰式の背景として活用する。 

 



 
 

  ②夢きたれクラウドファンディングの件 

   小中高校生向けの食事支援プロジェクトとしてクラウドファンディングで50万円を目標に、食材確 

保・調理環境改善・食育ワークショップ開催を目的に実施。6月中旬～7月末に開始し、JFAや地元ク 

ラブと連携。支援者いただいた方には食品や観戦チケットを提供する予定。 

 

  ③ウォーキングフットボールコーディネーター講習会開催の件 

   7月13日札幌・SSAPで開催。 JFA主催・北海道協会主管の 1日講習。修了者は公認登録可能。各地 

   区協会から1名参加を調整し、交通費は北海道協会負担。宿泊は夢きたれを予定し近日中に展開予定。 

 

④Jキャンプの件 

   道協会は、Jリーグ誘致促進のため北海道サッカーキャンプコネクションと連携し全国のJクラブや 

海外チームのキャンプ誘致を支援している。これにより道内のサッカー環境の向上や地域経済への波 

及効果、指導者育成年代との交流などが期待されている。 

 

  （池端）地区FA、自治体と連携しJクラブを繋いでいきたい。 

  （佐藤）新しいグラウンドで決まっているところがあれば教えて頂きたい。 

  （八島）現時点では東川町で来年度から計画されている。今後増えていけばよいと思う。また従来事業 

に影響がないように誘致を進めている。 

   

⑤裁定委員会 

   2023・2024年度事業決算おいて不適切な会計処理があった件につき、懲戒処分の要否および内容を裁 

   定委員会に審議を依頼した。先日審議が行われ、大枠の方向性は決定済みだが、現在最終調整中。 

後日正式な裁定が下されるので、改めてご報告する。 

 

   （佐藤）金額はどれくらいか。 

  （八島）チームに返金すべき返還金が当協会に返還されていた。金額は20万程である、チームに返金 

は完了している。 

 

 
以上、議長は議事が全て終了した旨を告げ、16時42分に閉会を宣言した。 

 

この議事録が正確であることを証するため、会長、監事は記名し押印する。 

 

 

２０２５年５月３１日 

  公益財団法人北海道サッカー協会 ２０２５年度 第１回理事会 

 

  

 

会    長  越 山 賢 一        印 

監    事  永 浦 政 司        印 

監    事  山 田 純 之        印 

監    事  吉 川 賀 恵        印 

 


